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抄録 : 群馬県内にキャンパスを持つ私立のA大学および3年制短期大学部に、2016年4月に入学した女子学生（大学38人、
短期大学部42人）について、入学から6ヶ月後に実施した質問紙「健康チェック票THI」による健康度評価の結果と、
アルバイト時間との相関性を分析した。心身の健康度の症状レベルは全般的に、大学生より短期大学部学生の方が低い
傾向がみられた。さらに、身体面およびメンタル面の複数項目において、尺度得点とアルバイト時間との間に正相関性が
みられ、攻撃、虚構（自己アピール）、統合失調（思考の多様性）は逆相関がみられた。これらの結果は、尺度得点に学部・
学科で相違はあるが、過度のアルバイトは心身の健康状態にマイナスの影響を及ぼすことを示している。
（別刷請求先 : 栗原　久）
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緒言
近年は大学進学率が50%を超えているが、入学定員の増
加もあって、進学先を強く選ばなければ全入の時代を迎え
ている。また、社会の急激な変化に伴い、大学に対しては
単に学修、すなわち、それぞれの学部・学科におけるアカデ
ミックレベルの向上のみならず、将来予測が困難な時代を
切り拓く即戦力につながる人材育成が求められるように
なってきた。これに伴い、在学中から教室外学修プログラ
ムを推進する動きが起きている（中央教育審議会 , 2012）。
学生の教室外活動については正課および正課外活動がある
が、それらを通じて得られた経験と授業との相互作用によ
り、社会人として求められる応用力の獲得に繋がることが
報告されている（溝上 , 2009；山田・森 , 2010； 豊田 , 2011）。
大学生の課外活動は多岐にわたるが（清水・三保 , 2013）、
実際に大学生が経験する課外活動の多くはアルバイト
であり（岩田ら , 2001； 木之内 , 2002； 乾 , 2012）、授業に
次いで多くの時間を費やしていることが報告されている
（Benesse教育総合研究所 , 2012）。アルバイトをする最大
理由は、自己能力の向上というよりは、学費や生活費、
遊興費やサークル活動経費の獲得など、学生生活を送る
上での経済的要因によるものである（井上 , 2005）。昨今、
高等教育環境の拡大と進学者の増加に伴って経済的問題
も生じており、アルバイトの重要度はますます高まってい
る。アルバイトについては、経済的理由以外のみなら
ず社会勉強というメリットを挙げている報告もあるが
（武内 , 2005）、最大の問題は学修とアルバイトに充てる時
間配分である。アルバイト時間が長くなれば学修時間は
減少し、学業との両立の面から否定的な指摘が少なくない
（鶴田 , 2001）。
長時間に及ぶアルバイトのしわ寄せは睡眠時間の減少
にも影響を及ぼすことが想定される。大学教育路線から離
れるような消極的理由（スチューデントアパシー、精神障
害・自殺の疑い、勉学意欲の減退・喪失、単位不足、学外団体
活動、アルバイトや趣味、専門学校などへの進路変更、就職
など）は、休・退学の有力な原因であると指摘されている
（内田 , 2008, 2011； 日本中退予防研究所 , 2010）。
大学生の多くがアルバイトを行っているにもかかわら
ず、アルバイト時間と身体面およびメンタル面の多方面に
わたる健康状態との関連を検討した報告はみあたらない。
本研究の目的は、自記式質問紙「健康チェック票THI」
（鈴木ら , 2005）を用いて健康状態を評価し、アルバイト時
間との関連を検討することにある。
研究対象者および方法
対象者
調査対象者は、2016年4月、群馬県内にキャンパスを持
つ私立のA大学およびに3年制短期大学部に入学した女子
学生（大学45名、短期大学部43名）であった。対象学生は、
大学および短期大学部のそれぞれ1名（25歳、20歳）を除い
て現役入学であり、18または19歳であった。
東京福祉大学・大学院紀要 第7巻 第2号（Bulletin of Tokyo University and Graduate School of Social Welfare）　pp101-106 （2017, 3）
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質問紙「健康チェック票THI」
健康状態は、自記式「健康チェック票THI」（鈴木ら , 
2005）における130問の質問項目に対する回答から評価
した。
THIでは、自覚症状、訴え、好み、生活習慣、行動特性な
どに関する130問の質問で構成されており、本人の「はい」、
「どちらでもない」、「いいえ」の回答に対して、それぞれ3, 2, 
1点を与え、身体面およびメンタル面、生活面に分類して
尺度得点を集計する。これにより、身体面の症状尺度とし
て①呼吸器（咳・痰・鼻水・喉の痛みなど）、②目や皮膚（皮膚
が弱い・目が充血するなど）、③口腔・肛門（舌が荒れる・
歯茎から出血する・排便時に出血するなど）、④消化器
（胃が痛む・もたれるなど）、⑤多愁訴（だるい・頭重・肩こり
など）、生活面では⑥生活不規則性（宵っ張りの朝寝坊・
朝食抜きなど）、メンタル面では⑦直情径行性（イライラす
る・短気・カッとなるなど）、⑧情緒不安定（物事を気にする・
対人過敏など）、⑨攻撃性（積極的；反対は消極的）、⑩神経質
（心配性・苦労性など）、⑪抑うつ（悲哀・孤独・憂うつなど）、
⑫心身症傾向（心身に対するストレスなど）、⑬神経症傾向
（心の悩み・心的不安定など）、⑭虚構性（欺瞞性・他人を羨
む・虚栄心など）、⑮統合失調症傾向（思考・言動の不一致な
ど）、および⑯総合指数T1（身体・メンタル両面の全般的不
調感）の評価が可能である。
本研究では、得られた尺度得点をもとに、すでに評価が
行われた男女約1.2万人の基準集団の結果（鈴木ら , 2015）
をもとに作成された尺度得点分布に対するパーセンタイル
から健康度を評価した。50パーセンタイルが中間順位で
あり、それより低い値は症状レベルが平均より低い・軽い、
大きい値は症状レベルが高い・重いことになる。
健康調査の実施
THIによる健康度調査は、学生生活に慣れ、ほぼ定常的に
なってきたと思われる、入学してから6ヵ月後に実施した。
調査に先立ち対象者全員に対して、本調査の趣旨、THI
による評価結果を個々人に提供すること、データをまとめ
て論文として発表するが個人の特定はできないようにする
こと、健康チェック票THIの回答用紙の提出をもって本調
査に同意したこと、回答しなくても何ら不利益になること
はないこと、データは論文発表から5年間保存した後に廃
棄すること、といった内容が書かれた書面を健康チェック
票とともに手渡し、さらに口頭による補足説明を行い、
調査協力を依頼した。
本論文の作成に当たり、関係者以外には個人の特定がで
きないよう配慮した。
統計処理
THIで評価された16項目の健康尺度について平均パー
センタイルを求め、大学生と短期大学部学生間の比較は
t-検定によって行った。さらに、16の評価項目において、
アルバイト時間と尺度得点との相関性を検討した。
これらの統計処理は、エクセル統計2012（社会情報サー
ビス）にて行った。
結果
回答率
調査対象とした大学および短期大学部の女子学生はそ
れぞれ45人、43人であったが、調査当日に欠席者があり、
また大学学生の1名は外国からの留学生であり質問項目に
対する理解不足のため、調査予定者から除外した。その結
果、分析に使用したデータは、大学学生が38名、短期大学
部学生が42名であった。
アルバイト時間
表1は、調査前の1ヶ月における平均アルバイト時間
（1日当たり）を、0～2.9時間、3.0～5.9時間、6時間以上の3
ランクで分類したものである。
大学学生（対象者数38人）の1日当たりの平均アルバイ
ト時間は3.37時間であった。12人（31.6%）は2.9時間以下
で、そのうちの 9人はアルバイトを行っていなかった。
20人（52.6%）は3.0～5.9時間、6人（16%）は6時間以上で
あった。最高は1日当たり8時間であった。
短期大学部学生（対象者数42人）の1日当たりの平均ア
ルバイト時間は2.68時間で、大学学生より短かったが、
有意差はなかった。25人（59.5%）が2.9時間以下で、その
うちの12人はアルバイトをしていなかった。14人（33.3%）
は3.0～5.9時間、3人（7%）は6時間以上で、最長は7時間
であった。
表1．女子学生のアルバイト時間（1日あたりの平均）の分布
　 0～2.9時間 3.0～5.9時間 6時間以上 平均時間
大学学生　　　　N＝38 12人（31.6%） 20人（52.6%） 6人（15.8%） 3.37時間／日
短期大学部学生　N＝42 25人（59.5%） 14人（33.3%） 3人（ 7.1%） 2.68時間／日
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全般的健康度
図1は、THIで評価した健康度について、大学学生と短
期大学部学生の間で比較したものである。
70パーセンタイルより高い尺度得点は、大学学生では
生活不規則の1項目のみであったが、短期大学部学生では
生活不規則、情緒不安定および総合指数T1の3項目であっ
た。また、虚構については大学学生および短期大学部学生
の両群とも30パーセンタイル未満であった。
両群間の比較では、大学学生より短期大学学生の方が呼
吸器、目や皮膚、口腔・肛門、多愁訴、相互指数T1の尺度得
点が有意に高く、虚構は有意に低かった。
アルバイト時間と健康度との相関性
アルバイト時間と健康度の相関性が0.2以上または-0.2
以下であったのは、大学学生では消化器（0.228）、多愁訴
（0.275）、生活不規則（0.362）、攻撃（-0.246）、神経質（0.357）、
表2．アルバイト時間と症状尺度得点との相関性
　
　
大学学生（N=38） 短期大学部学生 (N=42)
平均値 アルバイト時間との相関性 平均値 アルバイト時間との相関性
呼吸器 58.1 0.167 73.2 0.310
目や皮膚 65.1 0.146 77.1 0.198
口腔・肛門 46.2 -0.01 63.3 0.146
消化器 68.4 0.228 77.8 0.176
多愁訴 57.1 0.275 70 0.249
生活不規則 79.2 0.362 84.4 0.270
直情径行 49.5 -0.048 61.6 0.182
情緒不安定 67.6 0.085 78.6 0.171
抑うつ 64.3 0.116 69.3 0.167
攻撃 48.2 -0.246 37.4 -0.069
神経質 39.1 0.357 46.5 0.083
心身症 52.2 0.338 56.9 0.112
神経症 56.1 0.197 57 0.073
虚構 26.3 0.146 16.1 -0.225
統合失調 42.8 0.015 35.8 -0.209
総合指数T1 62.4 0.220 76.7 0.270
太字は相関性が0.2以上または-0.2以下。
図1． 大学および短期大学部の1年生女子学生にける症状の平均尺度得点
104
栗原
心身症（0.338）の6項目、短期大学部学生では呼吸器（0.310）、
多愁訴（0.249）、生活不規則（0.270）、虚構（-0.225）、統合失
調（-0.209）、総合指数T1（0.270）の6項目であった。
考察
大学生の多くがアルバイトを行っており（岩田ら , 2001； 
木之内 , 2002； 乾 , 2012）、授業に次いで多くの時間を費や
していることが知られている（Benesse教育総合研究所 , 
2012）。アルバイトをする最大理由は、学費や生活費、遊興
費やサークル活動の経費の獲得など、学生生活を送る上で
の経済的要因によるものであるとされている（井上 , 2005）。
特に米国では、学費は自らが稼ぐことが基本となっている
ことから、ほぼ全ての学生がアルバイトを行っている。
本研究でも、調査対象者は1年生の女子学生であったが、
大学学生では38人中29人（76.3%）、短期大学部学生では
42人中30人（71.4%）と、高い割合でアルバイトを行って
いた。
学生の学外活動については、正課を通じて得られた経験
と授業との相互作用により、社会人として求められる応用
力の獲得に繋がっており（溝上, 2009； 豊田, 2011； 山田・森, 
2010）、単なる経済的理由のみならず社会勉強というメリッ
トを挙げる意見がある（武内 , 2005）。しかし、最大の問題
は学修とアルバイトに充てる時間配分であり、アルバイト
時間が長くなれば学修時間は減少することになり、学業と
の両立の面から否定的な指摘もある（鶴田 , 2001）。長時間
のアルバイトのしわ寄せは睡眠時間の減少にも及ぶことが
想定され、健康状態の悪化につながる可能性もある。
学修や睡眠に及ぼすアルバイトの影響について従来は、
1週間あたり1ヶ月間のアルバイト回数で評価していた
（鶴田 , 2001； 竹内 , 2005）。しかし、1回当たりのアルバイ
ト時間にばらつきがあり、かつアルバイト時間そのものが
結果的に、学修や睡眠の時間の削減につながる可能性があ
ることを考慮して、本研究では1日当たりのアルバイト時
間で評価した。
自記式健康チェック票THIで身体面、メンタル面および
生活面の多方面にわたって評価してみると、大学生の学部・
学科によって多少のばらつきはあるものの、長時間のアル
バイトは健康状態にマイナスの影響を及ぼしていることが
明らかとなった。
本研究の対象とした女子学生は、将来は教育や保育に携
わることを目標としているが、基準集団（成人女性約6千人） 
（鈴木ら , 2005）と比較して、全般的に心身の症状項目で尺
度得点が高く、生活が不規則で、その一方で自己アピール
や思考の多様性が低い傾向がみられた。また、大学学生よ
り短期大学部学生の方が、症状レベルが高い傾向があり、
学部・学科で差があることも示された。これらの傾向に加
えて、多くの評価項目でアルバイト時間との相関性がみら
れ、アルバイトが心身の健康状態に影響を及ぼすことが示
されたのである。
過度のアルバイトが修学と生活のための時間を奪うこ
とは明白で、生活不規則は大学学生および短期大学部学生
の両群で正相関性が認められた。これは深夜勤務の増加と
関係すると思われる。身体面の症状レベルとアルバイト時
間との間には、大学学生と短期大学部学生間で類似する相
関性がみられ、多愁訴は両群で比較的高い正相関性を示し、
消化器でも正相関性を示す傾向があった。これらの項目は
生活習慣と密接に関連するもので、アルバイトは身体面の
健康状態にマイナスの影響を及ぼすことを示唆している。
アルバイトによる深夜・夜間労働の増加は睡眠・食事のリズ
ム悪化、宵っ張りの朝寝坊を招き、修学時間の短縮のみな
らず、修学意欲の減退にも結びつく可能性が高く、成績低
迷の有力なリスク因子になりうるものである。
さらにメンタル面の症状レベルでは、大学学生では攻撃
が逆相関性を、心身症、神経症が正相関性を示し、短期大部
学生は虚構と統合失調が逆相関性を示したことが注目され
る。つまり、大学と短期大学部で相違は見られるものの、
アルバイトはメンタル面の項目においてもマイナスの影響
を及ぼしたことになる。当然、心身面の総合評価を示す総
合指数T1でも、アルバイト時間との間に正相関性が認め
られている。
学生が行っているアルバイトは、飲食店における接客業
やスーパーマーケット、コンビニエンスストアでの店内業
務が多く、いずれも一定のマニュアルに従って行動するも
ので、仕事の中に自己裁量はほとんど入ることはない。
これが攻撃（積極性）尺度得点の低下、虚構尺度得点（虚栄
心＝自己アピール）の低下、統合失調尺度得点（思考の不一
致＝思考の柔軟性）の低下につながっている可能性がある。
休・退学といった修学不全の理由としていくつか指摘さ
れているが、有力なリスク因子として、大学教育路線から
離れるような消極的理由（スチューデントアパシー、精神
障害・自殺の疑い、勉学意欲の減退・喪失、単位不足、学外団
体活動、アルバイトや趣味、専門学校などへの進路変更、
就職など）が指摘されている（内田 , 2008, 2011； 日本中退
予防研究所 , 2010）。本研究結果は、大学生のアルバイトは
在学中の社会経験としてメリットはあるものの、心身の
健康状態に対しては明らかにマイナスの影響があり、大学
生活のQOLや修学を考慮すると、アルバイトの実行を
高く評価すべきでないことを示唆している。
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結論
アルバイト時間と自記式健康チェック票THIの130項
目の質問から得られた健康尺度得点の相関性につき、大学
と短期大学部の1年生女子学生を対象に評価した。
アルバイト時間と心身の各種症状との間に正相関性ま
たは逆相関性がみられた。比較的顕著であったのは、アル
バイト時間は生活習慣や身体面の症状の悪化、積極性や
自己アピールの低下、思考の柔軟性の低下であった。
これらの結果は、学生のアルバイトが心身両面の健康状
態に対してマイナスの影響を及ぼし、おそらく修学に対し
ても悪影響を及ぼす可能性を示唆している。
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Association between Health Conditions and Part-time Job  
in University and Junior College Female Students
Hisashi KURIBARA
School of Education, Tokyo University of Social Welfare (Isesaki Campus), 
2020-1 San’o-cho, Isesaki-city, Gunma 372-0831, Japan
Abstract : The health conditions of 38 and 42 female students of university and junior college, respectively, were 
assessed by the total health index (THI).  The data were analyzed based on the length of part-time job.  The trend of health 
conditions of both physical and mental items was inferior in the student of junior college than those of school of education. 
It was also shown that symptom scales of some physical and mental items, and irregularity of life were positively 
associated with length of part-time job.  On the other hand, aggressiveness, lie and schizophrenia scales were negatively 
associated with the length of part-time job.  The present results suggest that, although there were differences among 
symptom scales and student groups, long part-time job brings negative effect for the physical and mental health conditions.
（Reprint request should be sent to Hisashi Kuribara）
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